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2015年度海外臨床実習報告書 
Universiti Teknologi MARA (UiTM)
福田晋平
実習期間：20１５年 ５ 月１１日（月）～ ５ 月29日（金）
1 ．はじめに
　選択的臨床実習（ ５ 月）として，マラ工科大学（UiTM）を選択し実習を行いました。実習内容，マレー
シアでの 3 週間の生活，そのとき学んだこと，感じたことをまとめました。前半（ 2 ～ ４ ）は海外実習に行
きたいけれどもどこにしようか迷っている人のためにマレーシアでの実習の内容を伝えるもの，後半（ ５ ）
はマレーシアに行くことに決めた人が役に立つ構成にしました。
　マレーシアに行くまでの準備でUiTMの担当者と連絡がなかなか取れなかったり，どの時期に何を準備す
ればいいのかわからず結構困ったりモチベーションが下がったりしたので，後に続く後輩が同じ轍を踏まな
い様な役に立つ内容を心がけました。
2 ．海外選択制臨床実習をUiTMに志望した動機
　アドバンス実習で海外に行きたい気持ちは 2 年生ぐらいの時からありました。毎年 7 月に行われる海外選
択制臨床実習報告会に何度か参加し，先輩方の報告を聞いてどこに行こうか考えていました。UiTMに決め
た理由は，費用が比較的安いこと，プライマリケアが学べること，英語が使えること，未知の国だから，の
４ 点です。
3 ．UiTMと生活環境について
　UiTMはマレーシア国中に１１のキャンパスを持つ公立の総合大学で，医学部は2003年に新たに創立されま
した。スンガイブローキャンパスとセラヤングキャンパスとが車で30分ほどの距離にあります。講義はどち
らかのキャンパスで行われ，実習はこの 2 つのキャンパスに併設される病院・診療所の他に別のクリニック
で行われ，移動はクラスメイトが車で送ってくれるシステムになっています。 2 つのキャンパスそれぞれに
寮がありますが，セラヤングキャンパスの寮に泊まりました。寮から歩いて 3 分のところでセブンイレブン
が2４時間やっており，他にも2４時間やっているインディアンレストラン，夕方までやっているスーパー，文
房具店があるので生活に事欠かきませんでした。
　医学生は例年女性が 7 割です。これは大学入試が全国一斉試験で，成績順に希望が通り，成績の良い男子
学生の多くは工学系に行き，女子学生は医学部に行くためとのことでした。UiTMの医学生は理由はわかり
ませんが全てイスラムだそうです。したがってイスラム文化にどっぷり浸かった生活を送ることになりま
す。コンビニなどでアルコールは普通に売っていますが寮は飲酒禁止，ムスリムの前でも禁止なので，必然
民族衣装を借りて，primary care posting
のクラスメイトと記念撮影。クラスの ７
割は女性です。
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的に飲酒をする機会はありませんでした。
　マレーシアでは国語はマレー語ですが医学部教育は全て英語で，最近の医学生は幼稚園の頃から英語を
使っているので月並みな表現ですが英語がペラペラです。英語が聞けて喋れて読めれば実習が充実します。
4 ．実習について
　実習時期をいつにしたいかUiTM側から打診があり，例年 ５ 月の連休明けの月曜日から月末まで行ってい
るのでそれにならいました。
　実習の服装：男性はズボン，ワイシャツ（柄物可），ネクタイに白衣（ケーシーではなく）。女性はズボン，
ワイシャツに白衣。室内履きはシューズっぽいものならなんでもいいです。病院，講義棟などの室内はエア
コンが効いており快適でした。フォーマルな場面はごく僅かにありますが，別途スーツを持参することなく，
実習中の格好から白衣を抜いたもので十分です。なお，私生活の服装として，靴はサンダル，上着は半袖で
いいですが，下は長ズボンのほうがいいです，半ズボンだと蚊に食われます。
　私たち 3 人は ｢primary care｣ ポスティングで 2 週間，｢infectious disease｣ ポスティングで １ 週間実習
を行いました。実習の特徴は，UiTM医学部 ４ 年生の集団に放り込まれて，一緒に実習を行うところです。
場合によっては手技も行い，講義も同じ日程で受けます。先生から質問も飛んできます。実習は全て英語で
行われ，患者さんとの問診はマレー語で行うことが多いため手も足も出せず，一緒にいる学生が問診を行っ
ているのを別の学生が翻訳してくれたりあとで教えてくれたりします。実習時間は朝早くて 7 時，遅くても
8 時集合で正午前後に休憩となり，ランチとお祈りの時間を挟んで１４時から午後の部が始まって遅くとも１7
時には終わりました。 １ 日 ５ 回のお祈りの時間に合わせた時間割となっているようで，どのポスティングで
も同じようでした。日本では実習が１9時まであったりすると話したら驚かれました。
　具体的には，primary careポスティングでは午前中に病院実習，午後にレクチャーという日程が多く，
infectioous diseaseポスティングでは午前と午後に分けて病棟実習とレクチャーが行われました。
　primary careポスティング：プライマリケア外来で感じたこと
　患者さんが親子で来て一緒に診察室で交互に診察を受けることが結構ありました。カルテは電子カルテと
紙カルテのところがあり，日本と同様でした。「かきかえ」を重視した指導も日本と似ており，患者さんの
解釈，期待，関心を重視していました。
　患者さんは学生が実習を行うような公的な病院に １ リンギット（RT）で受診することができます。一方，
私立病院を受診すると６0RTかかります。そこからして日本の病院とは学生教育へのスタンスが異なります。
極端に言えば，公的病院の患者さんは学生教育に協力する義務があり，それが嫌ならば私立病院に行ってく
ださいという暗黙の認識です。とはいえ，患者さんに対する学生と先生方の配慮は十二分にありました。
感染症科でお世話になったDr. AleeにBST
班でおやつに連れて行ってもらいました。
前列左から大池君，本郷さん，Dr. Alee。
後列左が福田。
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5 ．UiTMでの実習を充実させるために
　①英語力
　英語のヒアリング力が最も大切です。早口の先生も多いです。スピーチ力については，マレーシアの学生
の英語力が高いので，つたない英語で伝えてもなんとか補ってもらえます。彼らは小学校のときから理科と
算数は英語で授業を受けているそうです。準備としては， １ 日30分月５000円くらいのネット英会話を継続的
に行うことや，日常的に英語を聞いてスピードに慣れておくといいと思います。
　医学英単語も大切です。医学英語の学習として，私たちは『１00case』というテキストを用いて勉強会を
していました。過去の先輩も使っており，お勧めです。
　②持って行ったらいいもの，準備したらいいもの
　タブレット端末などに京都，富士山などの日本の有名な観光地，風習，富大，富山，雪の写真を入れて持っ
て行って説明したら会話のネタになるし，喜ばれます。
　１00円均一で日本ぽいばら撒き用お土産を買っておき，いつも持ち歩いて車で送ってくれたり授業中通訳
してくれたりといったちょっとした親切に渡すと喜ばれると思います。
　お世話になる先生，Dr. Hashidahにお土産を渡しました。食べ物を渡しましたが，食べ物をあげる際はム
スリムの関係でタブーでない確かなものである必要があるので，なかなか大変でした。
　日本のアニメ好きが多いので，ワンピースとかナルトとかるろうに剣心とかドラゴンボールの話題があれ
ば喜ばれます。ドラマなら １ リットルの涙とコードブルーが有名でした。ドラマと歌を中心に韓国文化も流
行しているので，それらの話題でも盛り上がるでしょう。AKB４8とか日本の芸能文化はあまり輸入されて
いない印象でした。NOT COOL JAPAN。なぜか多くの人が知っているキロロの「未来へ」をスマホなど
に入れておいて聞かせてあげると喜ぶと思います。
　③お金について
　授業料は昨年と同じ １ 週間５00RT× 3 週間=１５00RTでした。スラヤングキャンパス 7 階の学部のサイト
で支払いました。請求書をなかなか作ってくれず，何度か足を運んだ上に最終日にようやく支払うことがで
きました。
　寮費は１00RT／日＋ ６ %税で2１20RTでした。寮の一階の事務局に払いに行きました。ともにRTで払うの
でこの分として日本円で１2万円（ １ RT=33円換算）持って行きました。
　食費を中心とした生活費，お土産代は合わせて ４ 万円ほどでした。
寮の部屋。ひとり一部屋，机，ベッド，クローゼット，
クーラー完備。ドアの向こうにはトイレとシャワーが備
わっています。
　 3 部屋で １ つの共用スペースを利用することになり
ます。共用スペースに，キッチン，ソファー， ６ 人掛け
のテーブルとイス，テレビが 備 え 付 けてありました。
キッチンには 2 ドア 冷 蔵 庫，電 子 レンジ，IHクッキン
グヒータ－，包丁，食器類がありました。洗濯機は寮内
にコインランドリーがあります。
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　④海外旅行保険について
　学校で入る人が多い学究災の保険は海外では適用にならず，学校で説明会があり，生存確認として登録を
求められるOSSMAは保険ではなく，クレジットカードの海外旅行保険はカードによってまちまちでどれも
十分ではないことが多いので，別途海外旅行保険に入ることをおすすめします。マレーシアだと １ ヶ月弱で
５000円くらいが目安だと思います。
　⑤UiTMとの連絡のやりとり，事務手続き
　最大の難関でした。UiTMの実習担当者が昨年と変わり，私たちの実習参加決定が１１月で遅かったという
事情もありますが，20１５年 １ 月頃から ４ 月中旬まで何度もメールを送っても連絡が取れませんでした。その
間必要な準備は昨年の実習参加者から聞いたり山城先生に去年の資料を見せて頂いたりして揃えましたが，
ずっと不安でした。どこに泊まるのか，実習参加費用は最後までわからず仕舞いで日本を発ちました。
　マレーシアは結核が深刻な問題となっており，実習をするにあたってツ反陽性+胸部レントゲン異常所見
なしの診断書を持って保健管理センターに赴き，麻疹，風疹，ムンプス，水痘，HBS抗原，HBS抗体検査の
結果とともに英語で証明書を書いてもらいました。念のため，A肝ワクチンの予防接種も受けました。 2 週
間の間を置いて 2 度受ける必要があるので，少なくとも実習に旅立つ １ ヶ月前には受けておかないと間に合
わなくなります。
　⑥マレーシア入国について
　実習初日が月曜朝からなので，遅くとも日曜午前中にはクアラルンプール国際空港に着いておきましょ
う。時間帯によりますが，土日でも事務の人が車で迎えに来てくれます。土曜日夜に到着したらどこかで一
泊する必要があると思います。
　クラス長などが立候補制で私たちの世話をしてくれます。日曜日，寮に着いて荷物を降ろしたらご飯とか
日用品とか買うところに連れて行ってくれました。その後も朝車で向かうところに送ってくれたり，昼夜一
緒にご飯を食べてくれたり，土日もマラッカ，ペナン島に連れて行ってくれたり毎日必ず誰かしらが一緒に
いてくれました。大変お世話になったので，お好み焼きパーティーを開催したら20人近く集まって大盛況で
した。
　⑦ネット環境について
　寮の建物には無料で使えるWIFIがありますが，寮の部屋では場所によっては入らず，ほぼ使えませんで
した。恐らく改善されないでしょう。8 :30-１8:00で使える図書館と2４時間使える涼しい自習スペースがあり，
そこでもWIFIが使えるので，ビデオ講座を見るのに困ることはないと思います。
　現地で現地の人と電話連絡をすることがままあるので，電話機はグループで １ 台必須です。SIMカードが
安いので，自分はSIMフリーのタブレット端末とスマホを持っていって，着いた空港でSIMカードを買いま
した。 １ ヶ月１.５GB使えるSIMで30RTくらいです。空港でスマホそのものを買うのも手です。スラヤング
キャンパスから歩ける範囲にもスマホショップがあり新品･中古のスマホやSIMカードを買えます。速度は
そんなに出ません，１.５Mbpsくらいでした。
　Facebookのアカウントが便利でした。連絡ツールになるし，友達にもなれるし，顔と名前を一致させら
れるし，名前のスペルもわかります。
　⑧食事，生活について
　連れて行ってくれるその辺の食堂や学食で食べれば一食200円くらいです。
　辛いものが多いですが，辛くないものもあるので食べるものに困りません。現地の学生が連れて行ってく
れるので，メニューを見ながら辛さや味を説明してくれます。飲み物は基本甘いですが，ミルク抜き，砂糖
抜きのお茶･コーヒーを頼めばやってくれます。砂糖抜きはなかなか英語が通じないのでマレー語で頼みま
しょう。私は辛いものが苦手で不安でしたが，辛い食べ物は甘い飲み物で中和されると知ることができたこ
とは大きな収穫でした。
　毎日朝から晩まで現地の学生と一緒の生活だったので，濃密なイスラム文化を体験できました。マレーシ
アに行く前は，私のイスラム文化に対する認識は無知から来る恐怖の対象でしかなく，馴染みにくい文化と
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いうものでした。しかし，メディアを通じて受ける政治問題中心のイスラム文化の印象と異なり，一般市民
のイスラム文化を目の当たりにすることができて，イスラム教が彼らの心の支え・拠り所となり，価値観・
生活リズムの形成にも深く関わっていることを知ることができたのは，今後国際社会の一員として生きてい
くべき日本人のひとりとしてよい経験となりました。
6 ．最後に
　プライマリケアに興味がある，感染症に興味がある，英語で行われる医学教育に興味がある，異文化特に
イスラム文化に興味があるもしくはイスラム文化に触れたことがない，マレーシアもしくは東南アジア諸国
に興味があるという人は必ず満足すると思います。私たちはこの 2 つのポスティングしかわかりませんが，
他のポスティングも選択できるので，20１3年，１４年など過去の報告書も読むとポスティング選択や生活全般
について参考になると思います。多くの方にマレーシアでの実習を体験してもらいたいなあと思うので，ど
なたでも不明な点はお答えします。私に直接聞くかfukuda.shinpei@gmail.comまでメールを送って下さい。
　今回の実習を行うにあたり，このような貴重な機会を提供していただき，ご尽力いただいた総合診療部山
城教授，UiTM Dr.Hasidah，各機関の方々，異国で一緒に学んだ大池君，本郷さん，身の回りのサポート
をしていただいたUiTMの多くの学生方に感謝いたします。
